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2.4　

線
量
測
定
と
計
算

放射性物質

事故後の追加被ばく線量（計算例） 線量測定と計算 

低減係数 0.4 滞在時間
屋外８時間
屋内 16時間
の場合

0.2 ×８時間（屋外の分）
＋

0.2 × 0.4 × 16時間（屋内の分）
（マイクロシーベルト/日）

線量率（事故による上昇分
：マイクロシーベルト/時）
0.24 – 0.04（仮）= 0.2

×365日≒1,100マイクロシーベルト/年

平常時の値を差し引く事が重要

実測値
（例）

平常時
（仮）

≒ 1.1ミリシーベルト/年

　サーベイメータで計測される空間線量率には、自然界からのγ（ガンマ）線も含ま
れています。もし東京電力福島第一原子力発電所事故による放射線量のみを算出する
場合は、今実測される空間線量率から、東京電力福島第一原子力発電所事故前の計測
値（バックグラウンド値）を引き、事故による上昇分を求めます。事故前の値は、ウェ
ブサイト ｢日本の環境放射能と放射線（http://www.kankyo-hoshano.go.jp）｣ で
調べることができます。
　こうして屋外と屋内の空間線量率が分かれば、それぞれに、屋外で過ごす時間や屋
内で過ごす時間を乗じて、１日分の被ばく線量や１年分の被ばく線量を求めることが
できます。

本資料への収録日：平成 25 年３月 31 日
改訂日：平成 27 年３月 31 日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成27年度版）」 第2章 放射線による被ばく 




